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フランス語肯定文のイントネーションについ-て
一名詞句に焦点をあてて一
阿 南 婦美代
トはじめに
最近のフランス語学習法では，リズム，イントネーション面の修得の重要性が認められ，
新しい méthodes 1)では種々の配慮がなされている。われわれの研究の目的は，日本人が，
フランス語を話す時に存在するであろう，イントネーションの干渉現象を明らかにし，そ
の成果を積極的に教授法に取り入れることである。われわれは先に，フランス語上昇調疑
問文において日本人話者にみられたイントネーション干渉現象についての研究を試み，い
くつかの問題点を指摘した?)今回の研究は 日本人がフランス語肯定文を話す際にみら
れるイントネーションの干渉現象をしらべる仕事の準備段階として，フランス語肯定文の
中で，特に拡張 (expansion) を含む名詞句とイントネーション(以下イントと略)の働き
を，フランス人話者においてしらべてみたので報告したい。
2 .文章作成
文章作成は次のように行った。骨組最ノj叶詩文は SN+ SV である。名詞句の拡張要素に
ついては Salkoff 3) を参照し，フランス語により多い名詞の右側への拡張を行った。名詞
旬の図式化は下記のようである。
Dét ート Nom 十 ψ 
D騁 + Nom + Adj 
Dét 十 Nom 十 Quant + Adj 
D騁 + Nom 十 Quant ート Adj + PN 
D騁 + Nom + Quant + Adj 十 PN + Prop. re lative 
Adj: Adjectif 
Quant: Quantificateur 
PN: Préposition 十 Nom
Prop. relative: proposition relative 
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更に，この拡張を含む名詞句が，文章の中でどの位置にくるかによって，次の 3 つのシ
リーズを作成した。
-S駻ie 1 :名調句が主語の佳置に来る時，
-S駻i? I :名詞句が目的語の位置に来る時，
-S駻ie I :主語と目的語の両方の位置に来る時。
作成した文章の例を各シリーズ 1 例づつあげると次の通りである。この各 l例をこの仕事
では分析する事とする。第皿シリーズの最後の 2 つの拡張要素 (PN ， Proposition relative) 
を含む文章は，長すぎる由，録音に際して話手に困難が見られたので，はぷかざるを得な
かった。
S駻ie 1 (SN 1 avec expansion + SV) 
11. Ce nombre est insuffisant. 
12. Ce nombre r馘uit est insuff﨎ant. 
13. Ce nombre assez r馘uit est insuffisant. 
14. Ce nombre assez r馘uit de postes est insuffisant. 
15. Le nombre assez r馘uit de postes qu'il propose est insuffisant. 
S駻ie 11 (SNpronom + SV + SN 2) 
21. Vous d馮ustez ce plat. 
22. Vous d馮ustez ce plat typique. 
23. Vous d馮ustez ce plat assez typique. 
24. Vous d馮ustez ce plat assez typique de la r馮ion. 
25. Vous d馮ustez le plat assez typique de la r馮ion qu'elle propose. 
S駻ie lI. (SN 1 avec expansion + SV + SN 2 avec expansion) 
26. Cette machine est vendue dans ce magasin. 
27. Cette machine moderne est vendue dans un magasin renomm? 
28. Cette mach ine tr鑚 moderne est vendue dans un magasin tr色 s renomm? 
3. 録音
話手には，パリに住み，パリ地方のフランス語を話す30~40才の知識階級のフランス人
4 人 (A ， B=女性， C ， D=男性)をえらんだ。職業に関連するイント・パターンの存在を
さけるため，職業はあえて均ーにはしなかった。内訳は A: フランス語教師， B: 新聞社文
書係， C: 医学生， D: 人口統計学専門家である。録音はパリ大学音声研究所の録音室で
行ったfj 録音用テキストは，すべての文章をまぜ合わせ，順不同にした。これは話手に
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よる同シリーズに属する文章聞の比較や，新しい拡張要素へのアクセントなどをさげるた
めである。話手には，録音前にテキストを与え，充分慣れさせた上，次の指示を与えた。
一感情表現なしの陳述調である事
一最も自然な発話である事
一読み続け， くりかえし調をさげるため，文章聞には充分間をおく事
一読みでなく，話し言葉の速さを保つ事
一本人が納得のいく迄云い直しが可能な事。
4. 音響分析とパターン作成方法
録音されたテープは上記研究所-で音響分析が行われた。即ち， mingographe によって，
メロデイ検出機(le 白tecteur de mélodie) と強度計 (intens imètre) から出る情報，即
ち音波(a) ，音の強さ (b)，基本周波数(c)の三者が記録される。 (Fig 4-1 参照)我々の分析
は、イントに最もかかわりのあるとみなされる基本周波数について行うが，その計測には
次の方法を用いた。
一アクセントのない短い音節については，母音の中央の値
一長く発音された音節で基本周波数に変化がみられる場合は 2 つないし 3 つの値
一文章最後の音節で高さの変化が見られる際は一番低い値。
ところで，我々の目的は，何人かの話者に見られた共通点をひき出す事にある。何人か
の声の比較を可能にするためには，ある基準をもとに標準化を行わなくてはならなし」各
人に声の高さの差がある以上，基本周波数の絶対値で比較する事は出来ない。種々の方法
を試みた結果， JC LAFON5)の提案に従い，次の方法を用いた。各話者の各文章につき，
すべての音節の基本周波数を加えたものを音節の数で割り，平均値を出す。我々はそれを
平均基本周波数 (Fondamental moyen = Fm) とよぶ。この平均基本周波数を基準にして，
各音節の高さの関係をみていくのであるが，隣接した音の聞の高さの差は音階差 (gamme
musicale) で表わす事にするゼ Rossi の聴覚テストの結果によれば7) アクセントやイン
トにおいての弁別閥 (seuil différentiel) は 5.64%であるが，音階の 11z音差は 5.9% で
あるので，我々の分析結果は 1/2音を単位として表現する事とした。尚 ， mi l1gographe の
上で、は 1 mm = 1/4音であり，我々の図式でも 1 mm = 1/4音である。
次にパターン作成の一例を文章“Vous d馮ustez ce plat assez typique" 一話者 D
(Figure 4-1) で示す事にする。この文章の Fm は計算により， 126.03Hz になり，音階で、
表わすと mi 1 = 82.4 Hz から 15quart de tOI1 上である。各音節の Fm からの音階差を取っ
て図式化すると， Fig. 4-2 のようになる。これを個人図式と呼ぶ。次に 4 人の個人図式を
Fm をもとにして重ね合わせる (Fig. 4 -3)。更に 4 人の平均値を計算し，平均値図式を作
成した (Fig. 4 -4) 。この図式は， 4 人の話者の共通点を更に|明らかにし，後に日本人の
発話と比較する際，有益と考える。
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Ph 23 Vous d馮ustez ce plat assez typique. -sch駑a moyen-
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5. イントネーション・グループについて
エア
S8 
(Figure 4-4) 
大云一
pla a se tI pikJ 
我々はこの仕事の分析にイントネーショングループ (groupe intonatif，以下イント・グ
ループ又は単にグループ)という用語を用いる。
文章の構文と関連づけた上で，イント・カーブの方向のはげしい変化がゑられずに一つ
のグループを形成する音節群を 1 イント・グループとみなし線で結んだ。方向に極端な変
化がみられる時はグループに切れ目があるとみなした。我々にとって大切なのは， 4 人の
話者の発話を比較し得る状態に図式化する事にある。グループの切れ目は話し方のスピー
ドにもより，各個人にとって違う事は充分考えられる杭後の比較分析を可能にするため，
すべての話者の発話を，最も共通点の多い所で切つである。
6. 聴覚テスト
話し言葉の研究をする際，定量的な音響分析を行うのみでは充分でな p。聴覚による確
かめがどうしても必要であるぞ聴覚テストは，録音された文章の肯定文としての是否を
催かめる目的でフィルタ一法 (méthode de filtrage) を用いた。即ち，録音'した声を周波
数が 190Hz 以上をカットして再生すると，イントネーションのみが聞こえ，単語の意味が
聞き取れなくなる。このようにして準備したテープを，音声学の専門家にきかせ，更にパ
リ地方に住む15人のフランス人に聞かせ，肯定文としての判別テストを行った。我々の分
析では，このテストにパスした文章しか用いていない。
7. 分析
フランス人の発話によるフランス語肯定文のイント分析に際し，定質的定量的分析の要
素として次のものを重視し，これらについて分析を加える事とした。
(i) Attaque (文章始りの第一音節の音の高さ) , 
(ii) Sommet (文章の一番高い音の値)，イン卜の頂点の場所は文章を構成する部分の階
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層づけをするのにも大変興味深いので，その場所もしらべる事にする。
(ii) Fin (文章の終りの音節の高さ)。
以上の三つの値は，平均基本周波数 (Fondamental moyen) から半音単位で計算し
た。フランス語肯定文におけるこれらの値は，それぞれ，かなり限られた範囲に落
着くと思われるので，これらを確めたい。
(iv) Gamme maximale (最大音階幅)
各文章について音階値の最高と最低の差をしらべた。フランス語肯定文の場合，
1 octave といわれているが，それを石在かめたい。
(v) 文章最後の音節とその一つ前の音節(=第 2 尾音節)との音の差。これはフランス
語肯定文最後の音節の下降イントの実際を確認するのが目的である。
(vi) グループ問(特に SN と SV) の音階の差。
以上の 6 つの計測値を各文章についての個人値，各文章についての 4 人の平均値，各シ
リーズの平均値の 3 点から検討した。以上の分析結果はシリーズごとに表に示すこととす
る。
以下に各シリーズごとに分析例を示し，考察を加えたい。
o S駻ie 1 の分析について
分析例 1 (phrase 11): Ce nombre est insuffisant. (Fig. 7-1-a , 7-1-b 参照)
Ph. 11 Ce nombre est insuffisant. (Figure 7 -1-a) 
一ー・-
/' 
.ー←、
Fm 
¥ 
Ph. 11 Ce nombre est insuffisant. -sch駑a moyen - (Figure 7-1-b) 
Fm 
n5bR ε tE sv 
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この文章は二つのイント・グループの存在がみとめられる。即ち，上昇部分 (SN) と下降
部分 (SV) である。 Attaque の平均はー0.5dt(=0.5半音，平均基本周波数より下)。文章
の Sommet は [nõbrJ の終りで +4.5dt (= 4. 5 半音，平均基本周波数より上)である。 SN
と SV の聞の高さの差は 3.4dt. SV は下降イントであるが，第 2 尾音節(個人図表では，
二人の場合に第 3 尾音節に)軽い上昇がみられる。最終 2 音節の高さの差は 4.8 dt である。
Gamme maximale は平均で9.9 dt である。
分析例 2 (ph. 12): Ce nombre r馘uit est insuffisant. (Fig. 7-2-a , 7-2-b 参照)
Ph. 12. Ce nombre r馘uit est insu日isant. (Figure 7-2-a) 
Fm 
Ph. 12. Ce nombre r馘uit est insuffisant. -sch駑a moyen -(Figure 7-2-b) 
/~ ノマ乙
六\
[S8 n? bR8 Re d4iεtË sy fi z絆 
拡張要素，形容詞( 2 音節)は，新しいグループを形成する。 Attaque は -1 dt。第一グ
ループ (Dét+ N) は [8J の発音により，上昇一下降カーブとなり，それに形容詞の上昇イ
ントが続く。 (D計十 N) と (Adj) のグループの聞に高さの差が見られないのは注目すべき
点である。イントの頂点は名詞においたのが2 人，形容詞においたのが 1 人，両方向じ高
さが l 人であり，平均で名詞の方がわずかに 0.1 dt 高いが，明らかな差はみとめられない。
SN と SV の高さの差は2.8dto SV の動きは Ph. 11 と全く同じである。最終 2 音節の差
は4.5 dt でこれも Ph. 11 と手台んど同じである。 Gamme maximale は 10.4 dt と Ph. 11 
よりわずかに大きい。
分析例 3 (ph. 13): Ce nombre assez r馘uit est insuffisant. (Fig. 7-3-a , 7-3-b 参照)
Ph. 12 と同様に， 3 つのイント・グループがみとめられる。第 1 グループは4.5 dt の
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Ph. 13. Ce nomhre assez r馘uit est insuffisant. 
Fm 
ノ
(Figure 7-3-a) 
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Ph. 13. Ce nomhre assez r馘uit est insuffisant. -sch駑a moyen -(F刕ure 7 -3-h) 
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上昇イントである。新しい要素 Quant は形容詞と結びつき，第 2 グループ(平担-上昇一
下降)イントを形成する。文章の頂点はわず、かの差で，名詞ではなく形容詞の方にある。
第 1 ・第 2 グループの聞の高さの差は 3.8 dt である。 SV は(上昇一下降)イントが 2 人，
前述の文章 (Ph. 12) と変らず下降イントが 2 人であり，平均ではわずかに(上昇一下降)
である。 SN と SV 聞の高さの差は4.2dt。最終 2 音節の差は 5.4 dt. Gamme maximale 
は 10.8 dt である。
分析例 4 (ph. 14) : Ce nombre assez r馘uit de postes est insu日isant.
(Fig. 7-4-a , 7-4-b 参照)
Ph. 14. Ce nomhre assez r馘uit de postes est insl.Hisant. (Figure 7-4:"'a) 
Fm 
(88 n5 bRa se Re dlJ.i d8 post εtεsy fi z? 
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Ph. 14. Ce nombre assez r馘uit de postes est insl1ffisant. -sch駑a moyenｭ
(Figure 7-4-b) 
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新しい拡張要素 PN は l イント・グループを形成するので，グループは 4 つになる。
第 1 グループは 4 dt の上昇であり， 3 人の話者がここに頂点をおく。 l 話者は頂点を名
詞句最後にわき， poste を重要な要素としているが，他の 3 者にとっては PN は単なる名詞
への 2 次的附加要素斗見なされたと云えるO 第 2 イント・グループ (Quant+ Adj) は Ph. 13 
と違い，高さが低くなり，第 2 の頂点は名詞句の終りにおかれる。 1 話者の場合は、 Adj
は下降イントでむしろ PN と 1 グループを形づくる傾向にある。平均図表でも第 2 ・第 3
グループ聞の高さの差は 2 dt で第 2 ・第 3 グルーフ。の結び、つきの傾向がみられる。第 3 グ
ループ PN は SN の中で最も低い音から始まり+2. 5 dt まで4dt 上昇する。 SN と SV の差
は 5.5 dt 0 SV のイントは前の文章と同じく凸型である。第 2 尾音節に上昇がみられる場合
が 1 例， 議 3 尾音節に上昇がみられる場合が 2 例あった。最終 2 音節の差は 5.2dt 0 
Gamme maximale は 1 1.2 dt で、ある。
分析例 5 (ph. 15): Le nombre assez r馘uit de postes qu 'il propose est insuffisant. 
(Fig. 7-5- <1, 7-5-b) 
Ph. 15. Le nombre assez 1・ éduit de postes qu'il propose est insuffisant. 
(Figure 7-5-a) 
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Ph. 15. Le nombre assez r馘uit de postes qu'il propose est insuffisant. 
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Ph. 15 は 5 つのイント・グループよりなる。第一グループは-0.5 むから +5dt迄上昇
し，すべての話者がここに文章の頂点をおく。第 2 グループは殆んど平坦に Fm のやや上
に発音される。 Ph.14 との違いは，第 3 グループ PNが [8J の発音により，上昇一下降型に
なる事である。 SN の弟写り第 4 グループ関係節は，上昇イントであり，第 '2 の頂点がここに
ある。 SN と SV 聞の差は4.5 dt である。 SV の型は Ph. 14 と殆んど閉じである。最終 2
音節の差は3.9dt o. Gamme maxima le は 1 1.8 dt である。このシリーズの分析結果を表にす
ると，次表のようになる。 (Tab. 7-1) Attaque の平均は -0.6 dt で， Fm よりわずかに下
である。 Sommet の値の平均は +4.3dto SN と SV の高さの差は 4.1 dt. 最終 2 音節の差
は4.8 dt である。 Gamme maximale の平均は 10.8 dt であったが，文章が長くなるにつれ，
Gamme は大きく Ph. 15 では殆んど 1 オクターブに達っしている。 (12dt= 1 octave) 文
章の頂点は殆んどの場合，第 1 イント・グループにおかれ，第 2 の頂点が SN の最後であった。
R駸ultat d' analyes qualitative et quantitative des indices retenus 
(la moyenne) 
SERIE 1 (Tableau 7 -1) unit? : demi ・ ton
Ecart 
Ecart entre 
I、~uméros
Somme t la p駭ulti鑪e Gamme 
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de Attaque (la place) 
Fin entre 
et la dern i鑽e Maximale 
phrases SN et SV 
svllabe 
11 - 0.5 
4.5 
-5.5 3.4 4.8 9.9 
(Nom) 
12 - 1 
3.8 
-6.5 2.8 4.5 
(Nom) 
10.4 
13 - 1 
3.9 
(Adj) 
-7 4.2 5.4 10.8 
14 。
4.2 
(Nom) 
-6.5 5.5 5.2 11. 2 
15 - 0.5 
.5 
(Nom) 
-6 4.5 3.9 11. 8 
moyenne - 0.6 4.3 -6.3 4. 1 4.8 10.8 
* Ecart PD=Ecart entre la p駭ulti鑪e et la derni鑽e syllabe 
o S駻ie rr の分析について
S駻ie rr の各文章についても， S駻ie 1 と同様の分析が行われたO その結果を Tab.
7-2 , Fig. 7-6~7-10 に一括して示す。 Ph. 21 , 22 , 23 までは 第 l イント・グルー
プ (SN 1+ SV) 上昇イント，第 2 グループ (SN 2) 下降イントの 2 つのグループの存在が見
られる。上昇部分のカーブは 5 つの文章を通じて殆んど同じく， Attaque は Fm の下で，
SV の最終音節 [t eJ を頂点として上昇する。 Ph. 21 で， SV の最終音節の上昇が充分でな
いのは， 2 人の話者が，この文章の頂点を動詞 (Verbe = V) の始め [deJ におき，文章全
体を回型イントで発音したためであり，文章の短かさからもうなずける事である。次に下降
部分についてみると， Ph. 22 で形容詞の附加は SN 2のカーブを少しかえ ， N + Adj で一つ
の凸型イントを形成する。更に Ph.23 で Quant “assez" を附加しでも， Ph. 22 とメロデ
イの変化は殆んどみられな Po 最終 2 音節の差は Ph. 21 (5.5 dt) , Ph. 22 (3.7 dt) , Ph. 23 
(3.3 dt) で，グループの音節の数の少ない方が差は大きいようであるo Gamme maximale は
Ph. 21 (9.7 dt) Ph. 22 (9.7 dt) , Ph. 23 (8.6 dt) であり，文章の長さと Gamme maximale 
の関係はこのシリーズでは i切らかでない。 Ph. 24 , 25 ではイント・グループは 4 つになる。
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R駸ultat d'analyes qualitative et quantitative des indices retenus 
SERIE n (Tableau 7 -2) unit? demi-ton 
Ecart entre 
Num駻os Ecart 
Sommet la pénulti色me Gamme 
de Attaque Fin entre 
(la place) et la derni鑽e Maximale 
phrases SN et SV 
syllabe 
3 
21 - 1. 5 
(V) 
-6.5 3.5 5.5 9. 7 
4 
22 - 0.1 
(V) 
-6 6.5 3. 7 9. 7 
3.5 
23 - 2 
(V) 
-5 4.5 3.3 8.6 
4.5 
24 - 0.5 
(V) 
-6 5.5 4 10.3 
4.5 
25 - 0.5 
(V) 
-5 3 3.8 9.6 
moyenne - 0.9 3.9 -5.7 4.6 4.1 9.6 
Ph.24 での新しい要素 PN は独立して最終グループを形成する。 Adj は PN の附加により，
上昇イントにかわるので，平均図表では (Dét+ Nom) と (Quant+ Adj) は 2 つのグループに
分かれているが，この 2 つのグループ問の高さの差は少なく，個人図表では， 2 人の話者は
(D騁 + Nom) の部分の上昇がなく， (D騁 + Nom + Quant + Adj) で一つのグループを形成
している。 Nom にかなりの上昇がみられた話者は SN 2 グループで特に Nom に重要性をお
き，他の要素を Nomへの二次的附加要素とみなしたと考えられる。 Ph. 25 では拡張要素，
関係節が独立して，文章最後の下降イント・グループをなし， PN は上昇イントにかわる。
この文章では Ph. 24 とちがい，すべての話者が (Dét+ Nom) を平坦又は下降で発音し，
(Quant + Adj) と一緒に凹型イントを示している。最終 2 音節の差は Ph. 24 (4 dt) Ph. 25 
(3.8dt)o Gamme maximale は Ph. 24 (10.3 dt) Ph. 25 (9.6 dt) である。
S駻ie 1 と Série n の結果を比較してみると， Attaque , Sommet, Fin , Ecarts のそれ
ぞれの値に 1 dt 以上の大きな値はみられないが， Gamme maximale に関しては前シリーズ
の方が1.2 dt 大きくこれは頂点と最終音節の値が，第 2 シリーズの方が小さい事からもう
なづけるが，主語が Vous である事が理由のーっと考えられる。
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Ph. 21. Vous d馮ustez ce plat. -sch駑a moyen- (Figure 7-6) 
Fm 
ノー，
/ 
¥ 
[ vu de ﾇJY 8te 88 pla ] 
Ph. 22. Vous d馮ustez ce plat typique. -sch駑a moyen - (Figure 7-7) 
Fm 
/んイ/
de gy 8te 38 ?? tl 
「llJ???D
ゐ
Ph. 23. Vous d馮ustez ce plat assez typique. -sch駑a moyen -(Figure 7-8) 
Fm 
de gy 8te 88 pla a 8e tl 
???・
1?
Ph. 24. Vous d馮ustez ce plat assez typique de la r馮ion. -sch駑a moyenｭ
(Figure 7-9) 
Fm 
/一/
74 
[ Vll de gy 8te 88 pla 
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a se tl 
? ?? ? de la Re 3j?] 
Ph. 25. Vous d馮ustez ce plat assez typique de la r馮ion qu'elle propose. 
-sch駑a moyen - (Figure 7-10) 
Fm 
/一/ ¥- .~ 
~ 
de gy ste le pla a se tl 
? ?.、
Eム?
/ノ
~ ヘ\
de la Re 3j? kεl pRO po:z ] 
o Série 回の分中斤について
Série 皿の分析結果を Tab. 7-3 , Fig. 7-11 ~ 7-13 にまとめた。 Ph.26 は 3 イント・
グループ， Ph. 27, Ph. 28 は 5 イント・グループからなっている。このシリーズではイント・
グループの数も多く，文章も長いが， 4 人の話者のイント・カーブの質的一致性が注目さ
れた。 Ph.26 では第 l グループの車冬りがこの文章の第 1 の頂点 (+4.6dt)，第 2 グループ
の終りが第 2 の頂点(+3 dt) である。第 3 グループ (prép.+ D騁+ Nom) は下降イントで
あるが，名詞の第一音節 [maJ にわずかな上昇がみられる。 Ph. 27 では SNl' SN 2の拡張
要素，形容調は独立して1イント・グループを形成する。最終イント・グループをのぞきすべ
て上昇イントである。 Ph.26 では頂点、は N 1 の上にあったが，この文章では形容詞の上に
ある。(+3 dt)。しかし第 3 グループ (V) も殆んど同じ高さまで上昇し，第 1 ， 2 , 3 グルー
プ聞の高さの差は，平均ではあまり見られない。確かに個人図表でみると， 1 話者は N 1 1 こ
頂点をおき， Adj は単なる二次的附加要素と見なし，他の 2 者は Adj に頂点、をおき，もうー
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人は V に頂点をおいているという様に個人差がみられる。 Ph. 28 では SN 1 と SN z への新
しい要素 Quant は文章全体のメロデイを大きくかえる事なく Adj に融合されている。わず、
かの違いは，第 2 イント・グループが Quant の存在により凹型カーブになっている事であ
る。平均図表では，文章の頂点はやはり形容詞にわかれているが，個人図表では，それぞ
れ違いがみられた。女性話者に Quant へのアクセントをおく傾向がみられた。最終 2 音節
の差は Ph. 26 ‘ 27 、 28 それぞれ(36dt， 3.6dt, 4.5dt) であり Gamme maximale はそれぞ
れ (10.8 dt , 9.6 dt 、 10.5dt) であった。
Ph. 26 Cette machine est vendue dans ce magasin. 
(Fig. 7 -11) Sch駑a moyen 
/ ____/ 
Fm 
(sεt ma Slnε VO dγdêi S8 ma ga zﾋ' J 
Ph. 27 Cette machinc modcrne est vendue dans un magasin renomm? 
(Fig. 7 -12) Sch駑a moyen 
Fm ~一 ~ / 
(sεt ma 、E・?・­P1υ mo dεRn ε vO ?、、U??
/ノ
.._____一一ーー← ー ~ ~ 
d麒 zc巴 ma ga zε R8 no 
???、.目、目E目目畠• ?
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Ph. 28 Cette machine tr 色 s moderne est vendue dans un magas in tr色 s
renomme. (Fig. 7-13) Sch駑a moyen 
Fm /ケて ¥/ / 三ア
(sεt ma Sm tRε mo dεRn ε VQ dy 
dδ z? ma ga zε tRε Re nO me) 
R駸ultat d'analyse qualitative et quantitative des indices retenus 
SERIE 皿 (Tableau 7 -3) unit? demi ・ ton
Num駻os Ecart 
Ecart entre 
Sommet la p駭ulti鑪e Gamme 
de Attaque Fin entre 
phrases (la place) SN et SV 
et la derni 色re maximale 
syllabe 
26 - 1. 5 
4.6 
-6.6 3.5 3.6 10.8 
(N J 
27 - 1 
3 
(Adj 1) 
-5 3 3.6 9.6 
28 - 0.5 
3 
(Adj 1) 
-6.5 4 4.5 10.5 
moyenne 3.5 -6 3.5 4 10.3 
まとめとかんがえ
我々は，拡張を含む名詞句に焦点をあて，肯定文のイントネーション分析に大切と店、わ
れる諸点について，フランス人話者の共通性をつかむため，定質的・定量的分析を行った。
S駻ie 1, IL m を通じて，次のような事が云える。
-Attaque はどの場合も Fm よりひくく，平均で -0.6dt から -1 dt である。
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-Sornrnet の値は Frn より 3.5~4.3dt上であり，頂点の値の一番高いのは Série 1 (名詞
句が主語の位置にある場合)である。
-Sornrnet の位置は，名詞句が主語の住置にある場合 (Série 1) では第 l イント・グルー
プ Nom に一番多く，次が名調句の終りであったが，名調句が目的語の位置に来た場合
(S駻ie 1Iでは)は， SV(第 lイント・グループ)に第 1 の頂点，第 2 の頂点は SN 2 の
Adj 又は SN 2の Adj と PN の 2 個所であった。 Série III では，頂点が明らかに第 l イン
ト・グループにあるのは Ph.26 だけであり 他の文章では個人差が見られた。
-SN と SV の間の高さの差は 3. 5~4. 6 dt の間である。名詞句が目的語の位置にある場合
(S駻ie 1I)の値が一番大きかった。
一文章の最終 2 音節の差は 4 ~4. 8dt であり， S駻ie 1 の場合が一番大きかった。
-Garnrne rnaxirnale は 9.6~10.8dt であり， 1 オクターブよりは少し小さい。
一文章のイント・グループの数は最大 5 つであった。
イントネーション研究の問題のーっとして，分析のもとになる文章の準備に関する問題
がある。現在その傾向は大きく二つに分けられる。その一つはラジオからの録音や，スタ
ジオで聞手の質問に答える形での (le jeu des questions birlaires)9) 自然発音といわれ
るもの，もう一つは，限定された構文にもとづき作成した文章をスタジオで話者にいわせ
るもので，構文とイントネーションの関係を研究しようとする者は殆んどこの方法を用い
ており，10 フランス語肯定文のいくつかの構文とイントネーションの働きを調べようという
我々の目的にはこの方法が適していると考えた。この方法の利点は，文章が準備されてい
るので，話し言葉に附ずいして表われる特徴で，我々の目的にかなわないものを取りのぞ
く工夫ができる事である。即ち，ためらい，とぎれ， くりかえし，個人的くせ，又は感情
表現等である。欠点といえば，文章にふさわしい状況が欠けていると，不自然な発話の色
合いをおびる事で，それをさけるために充分考慮がなされるべきである。
一般に構文の切れ目は音声面の切れ目と一致する事が云われている。一つの文のイント
ネーションを構成する部分を定義づけるため，専門家達はしばしば違った用語を用いて来
た?Fouch6 は groupe rythmique という用語を用いている杭その定義は Gramrnont，
Malmberg にも共通するものである。ごく最近は音響，聴覚分析技術の発達に伴い， groupe 
prosodique という用語が用いられるよフになった。我々の用いた groupe intonatif は，
平均基本周波数を分析のもとにしており，速さ，強さ等の要素は標準化している。グルー
プの切り方に個人差の見られる場合は分析に際して注意した。
我々はこの仕事でしらベた諸点について，後に同じ方法を用いて，日本人発話との違い
をしらべる予定である。
フランス語肯定文のイントネーションについては，今回は名詞句に焦点をあてたが，更
に，話し言葉でよく表われるもので，文法要素の欠けた文章(動詞なしの文章)や，フラ
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ンス語文法で一般に認められる語順にかなわない文章等でのイントネーションの倒きをし
らべる予定である。
(この仕事はパリ大学目許甫研究所のグゼル教授の指導のもとで行われた。教授の御指導
に心から感謝しますの)
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